
 

 中札内村図書館  

 

十勝の中心、帯広市の南部に位置するとかち帯広空港は帯広市街地より、中札内村の方が

距離としては近い。でも中札内村への直行バスは運行なく途中バスを乗り換える必要があり

ます。 

ちなみに国内線は羽田便のみで関西など直行便はなく、韓国の清州（チェンジュ）を水曜・

日曜の週２往復しています。 

札幌から帯広にまず向かいます。特急で 2 時間 40 分ほどかかります。追分から新得間

はトンネルが多く、スマホも圏外エリアが多いので、読書するか爆睡するかいつもいずれか

の状態です。 

帯広から広尾に向かうバスに乗り換えます。昔の国鉄広尾線がバス転換したコースです。

帯広の郊外には 70 年代に大ブームになった愛国駅や幸福駅が鉄道は廃止になっても観光

地として賑わっています。いつもこのバスに乗車する場合、帯広からなら左側に着席して、

幸福駅に展示している当時の車両が見える景色を見ます。このバス停で観光客はどっと下車

します。 

帯広から１時間ほど 30km も走らず、人口 3700 人ほどの中札内村に到着します。私の

中ではこのバス路線は地方の中では本数多い方だなと思いますが、5 年前と比べると減少し

ています。1947 （昭和 22）年に誕生した中札内村の人口は 1960 （昭和 35）年に 5100

人ほどでしたが、近年大幅な減少はなく安定している自治体だと思います。 

 

図書館へ行くには中札内南 4 丁目で下車するのがお勧め。徒歩 7 分で図書館が入ってい

る中札内文化創造センターに到着します。中札内村図書館は条例上「図書館」ではないので

すが司書常勤、地域資料も細かく整備され、常に展示や企画を行っています。ボードゲーム

は館外に貸出可。メインの隣のカウンターテーブルにずらっと並ぶ 20 セットを越えている

ボードゲーム。パーツなどの紛失トラブルもなく今日に至っているようです。 

 

展示は「16 性格タイプ診断」！ 

16 性格タイプとは「内向/外向」、「感覚/直感」、「思考/感情」、「判断/知覚」の 4 つの指

標を組み合わせ、16 種類の性格に分類する診断で、自己理解や他者理解を深めるためのツ

ールです。そして 16 種類の性格に合わせたお勧め本を展示しています。この選書はとても

難しいなと感じました。ちなみに私は「分析家」だそうです。「分析家」へのお勧め本はな

んだろう？と手にしたかったのですが、あいにく貸し出されていました。書名をメモしてこ

れば良かったと後悔しています。 



 

蔵書 3 万３千冊ほどの図書館が入っている文化創造センターは、開村 50 周年を記念し

て 1997（平成 9）年に開館した施設です。それまでは村民体育館内に図書室がありまし

た。2018 年から合同会社 Be-in 倶楽部が業務委託しています。村のコンセプトは「花と

緑とアートの村」なので、センター内には絵画や写真などの作品があちこちに展示されてお

り、訪問した時には、村内在住のスノーアーティストによる写真などのパネル展が行われ、

大勢の住民が見学していました。また北海道では現在９町村が加盟する NPO 法人「日本で

最も美しい村」連合に、中札内村も含んでいます。 

 

村には「六花亭アートヴィレッジ・中札内美術村」という施設があります。みんな大好き

六花亭の文化施設です。あいにく冬場は休業しているので訪問できませんでした。2025 年

度は十勝に関わる相原求一朗、小泉淳作、真野正美、安西水丸などの小さな美術館が「ヴィ

レッジ」となって、中札内村の森の空気を吸いながら見学することができます。 

中札内村美術村から車で 10 分ほど走ると「六花の森」という施設があります。そこで注

目すべきは山岳画家・坂本直行です。彼は「六花亭」の包装紙、あの有名な山野草の絵をコ

ラージュした画家です。坂本直行記念館も常設しています。図書館から 2km ないので 30

分もかからず徒歩で行けるようです。 

 

中札内村は野菜から鶏肉まで農産物の生産も盛んです。あいにく気が付かなかったのです

が、道の駅に「たまご自動販売機」があり、産みたての卵を販売しているそうです。 

燻製マヨネーズを生産しているというのを知り、道の駅で尋ねたらあいにく通販だけとの

こと。もちろん取り寄せました。これはね、きゅうりや人参などスティックで食べたら、あ

っという間に無くなりますね。美味いです！ 

 

2026 年 2 月訪問 

加藤 重男  


